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［畜産部門 平成29年度 指導参考資料]

事 項 名 乳牛の潜在性低カルシウム血症を低減させる分娩前の飼養管理

乳牛の分娩後の潜在性低カルシウム血症を抑制するための 乾乳期の飼養管理技術が明、
ね ら い

らかとなったので参考に供する。

潜在性低カルシウム血症を抑制するため、以下の点に留意する。

指 １ 産次の進行に伴い分娩後の最低カルシウム値は低下するので、高産次の牛ほど管理を

徹底し、経口カルシウム製剤の投与などを積極的に行う（図１ 。）

導

２ 分娩後にT-cho（総コレステロール）値が70mg/dL未満の経産牛は、潜在性低カルシウ

参 ム血症の出現率が高い（図２ 。）

乾乳期間にＢＣＳ（ボディコンディションスコア）が低下した牛は、分娩後のT-cho値

考 が低下しやすいので、クロースアップ期（分娩３週間前～分娩）の採食量の維持に留意

する（図３ 。）

内

３ 上記２の乾乳期間にＢＣＳが低下した牛の分娩後のT-cho値は、分娩前の値を用いて次

容 式によって予測できる。

Ｙ = -0.29 + 0.85Ｘ Ｙ ; 分娩１日後T-cho値 mg/dL

Ｘ ; 分娩６～４日前T-cho値 mg/dL

４ この予測式により70mg/dLを下回ることが予測される場合は、グリセロールやバイ

パスアミノ酸などの補完飼料を給与する。

期待される 周産期病を低減することで生産性の向上が期待でき、酪農経営の安定に資する。

効 果

利 用 上 の 分娩日から４日間における最低カルシウム値が10mg/dL未満の牛を潜在性低カルシウム血

注 意 事 項 症と定義した。
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【根拠となった主要な試験結果】

（平成22～24年 青森畜産研）図１ 産次と分娩後最低カルシウム値

(注)１ 分娩日から４日間の最低カルシウム値についてTukey-Kramerの多重比較で解析した。

２ 異符号間に有意差あり（p<0.05 。）

（平成22～24年 青森畜産研）図２ 分娩後最低T-cho値と最低カルシウム値

(注)１ 分娩日から４日間のT-cho値が70mg/dL以上及び未満の２群に分け、潜在性低カルシウム血症の

出現率をχ２乗検定した。

２ 異符号間に有意差あり（p<0.05 。）

（ ）図３ 分娩前のＢＣＳ調整及び分娩前T-cho値が分娩後T-cho値に及ぼす影響 平成22～24年 青森畜産研

(注)１ ２つの回帰式を共分散分析で解析した。

２ Ｙは分娩１日後分娩、Ｘは６～４日前のT-cho値。

３ ２つの回帰式の傾き間にに有意傾向あり（p=0.055 。）

４ 分娩２か月前及び分娩時ＢＣＳとの差をとりＢＣＳ調整効果とした。
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